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代市長が自ら、市政運営の方針を分か
りやすくお伝えします。  問秘書課 ☎ 36-7117市政羅
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今月のテーマ　水害に備える　ー 出水期を迎えて ー

閲覧可能）で浸水想定区域や土砂災害警戒区域、避難
所の位置などを確認し、どこへ避難するかをご家族で話
し合ってください。避難経路も実際に歩き、危険箇所
や所要時間を把握しておきましょう。
　次に、「早めの避難」です。大雨や洪水の際には、気
象情報や避難情報が段階的に発表されます。警戒レベ
ル３で高齢者等は避難、レベル４で避難指示となりま
すが、状況によってはより早い自主避難が命を守ります。
市では、できる限り明るいうちに避難が完了できるよう
発令時期を判断しています。また豪雨時には、夜間の
無理な避難が危険となる場合もあるため、深夜に新た
な避難指示を出すことは極力避け、早めの行動を呼び
かけています。状況によっては、避難所を目指すことが
最善の策とは限りません。わが家の２階へ「垂直避難」
を心がけてください。
　また、日頃の備えも欠かせません。非常用持ち出し袋
や水・食料の備蓄、懐中電灯や携帯ラジオの確認など、
いざという時に慌てないための準備をしておきましょう。
スマートフォンの防災アプリや市の防災メールへの登録
も有効です。停電時に備えて、モバイルバッテリーの準
備や家族間の連絡方法の確認も大切です。

■ 支え合いで命を守る
　地域での支え合いも、災害時には大きな力となります。
ご近所同士で声を掛け合い、高齢の方や避難に支援が
必要な方に気を配ることが、命を守る行動につながりま
す。日頃から顔の見える関係を築き、地域の防災訓練に
も参加しましょう。また、今年度から地域防災力強化・
向上のために、専任の防災アドバイザー（本市元危機管
理監）を置いています。皆様の地域に出向いて、人材育成・
地域防災の課題解決を一緒に考えますので、ぜひご活
用ください。
　災害は防げなくても、備えることで被害を減らすこと
はできます。行政としても引き続き河川の整備や情報発
信の充実、防災体制の強化に努めます。そして、市民の
皆様とともに「逃げ遅れゼロ」を目指し、一人の犠牲も
出さないまちづくりに取り組んでまいります。
　これから本格的な出水期を迎えます。一人一人の備え
が家族と地域を守ります。今一度、ご自身の備えを見直
してみてください。あらゆる事態を想定し、命を守る行
動をとってください。

■ 予測不可能な自然災害　
　初夏を迎え、雨の季節が近づいてきました。大井川の
流れに育まれてきた島田市にとって、水は豊かな恵みで
ある一方で、時に大きな脅威ともなります。これからの
出水期に備え、今月は、水防と危機管理について考えて
みたいと思います。
　近年、気候変動の影
響により、数時間にわ
たって激しい雨が降る

「線状降水帯」の発生
が全国各地で確認され
ています。本市において
も、昨年 9 月 5 日、台
風 15 号による時間雨
量120ミリを超える集中豪雨は記憶に新しいところです。
道路の冠水や河川の溢水、土砂災害の危険性が一気に
高まり、あの豪雨があと一時間続いていたら、甚大な被
害に繋がるところでした。自然災害は、いつ、どこで起
きるか予測が難しく、「これまでは大丈夫だった」とい
う経験が通用しない時代に入っています。

■ 水害に備える体制作り
　島田市では、こうした水害に備えるため「島田市水防
計画」を定め、消防団や関係機関と連携しながら、水防
活動の体制を整えています。河川の水位観測や堤防の巡
視、土のうの設置など、現場での対応はもちろん、情報
収集と迅速な伝達にも力を入れています。また、平時か
らの訓練や関係機関との連携強化を重ねることで、いざ
という時に迷いなく行動できる体制作りを進めています。
　とりわけ、地域に根ざした消防団の皆さんは、仕事や
家庭を持ちながらも、昼夜を問わず現場の最前線に立
ち、市民の命と暮らしを守るために尽力してくださってい
ます。その献身的な活動は地域防災の要であり、日頃の
活躍に、市民を代表して心から感謝を伝えたいと思います。

■ 一人一人ができる備え
　しかし、災害から命と暮らしを守るためには、行政の
取り組みだけでなく、市民一人一人の備えと行動が何よ
り重要になります。
　まず、「自分の住んでいる場所のリスクを知ること」で
す。ハザードマップ（島田市 LINE 公式アカウントから

令和 4 年度台風15 号による冠水
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